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(57)【要約】
　内視鏡再生処理具１０１は、流体供給源に接続される
接続部１２１と、流体を導出する第１流体導出口と、凹
部４２に処置具をガイドするガイド部材が設けられた内
視鏡１の先端部４１を載せる１個又は複数個の台１３２
と、先端部４１が横断可能な第１開放部１６１ａと、第
２開放部１６１ｂと、第１開放部側が基端、第２開放部
側が先端となるように台１３２に先端部４１を載せた場
合に、凹部４２のうち基端側壁４２ｃに当たって先端部
４１を位置決めする位置決め部Ｄと、を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体供給源に接続される接続部と、
　前記接続部に連通しており、流体を導出する第１流体導出口と、
　前記第１流体導出口の流体導出方向と平行に配置され、凹部に処置具をガイドするガイ
ド部材が設けられた内視鏡の先端部を載せる１個又は複数個の台と、
　前記台の一端に設けられ、前記先端部が横断可能な第１開放部と、
　前記台の他端に設けられ、前記先端部が横断可能な第２開放部と、
　前記第１開放部側が基端、前記第２開放部側が先端となるように前記台に前記先端部を
載せた場合に、前記凹部のうち基端側壁に当たって前記先端部を位置決めする位置決め部
と、を含むことを特徴とする内視鏡再生処理具。
【請求項２】
　前記第１流体導出口よりも前記第２開放部側に配置され、流体を導出する第２流体導出
口を含むことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡再生処理具。
【請求項３】
　前記位置決め部は、先端に前記第１流体導出口が形成された第１ノズルであることを特
徴とする請求項１に記載の内視鏡再生処理具。
【請求項４】
　内視鏡リプロセッサの処理槽または、前記処理槽に配置された保持網に固定するための
固定部を含むことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡再生処理具。
【請求項５】
　前記先端部を外れないように当て止めする１個又は複数個の当止め部を有し、
　前記当止め部は、前記第１流体導出口の前記流体導出方向に交差するように前記台に設
けられる、ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡再生処理具。
【請求項６】
　前記第１開放部及び前記第２開放部は、前記当止め部、前記台及び本体部によって三方
が囲まれた空間が開放されるように形成される、ことを特徴とする請求項５に記載の内視
鏡再生処理具。
【請求項７】
　前記先端部を外れないように当て止めする１個又は複数個の当止め部を有し、
　前記当止め部は、前記台に対して開閉自在である、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡再生処理具。
【請求項８】
　前記当止め部は、前記流体導出方向に沿う方向と交差する方向に設けられた軸部を中心
に、回動自在である、ことを特徴とする請求項７に記載の内視鏡再生処理具。
【請求項９】
　前記先端部を外れないように留める留め具を有し、
　前記台は、互いに向かい合うように設けられ、
　前記留め具は、前記台に設けられた軸受け孔の各々に、回動自在に取り付けられる、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡再生処理具。
【請求項１０】
　前記軸受け孔は、前記第２開放部からの距離が同じ位置、かつ前記台の各々の基端から
の距離が互いに異なる位置に形成され、
　前記留め具は、互いに向かい合う位置に配置した一対の軸部を有し、前記軸部の位置を
外力によって変えて前記軸受け孔に内挿され、元の形状に戻ろうとする復元力によって倒
伏する方向に付勢される、
　ことを特徴とする請求項９に記載の内視鏡再生処理具。
【請求項１１】
　前記流体導出方向に突出するように形成され、前記ガイド部材に当たって前記先端部を
保持する保持突起を有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡再生処理具。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡再生処理具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば、医療分野において使用される内視鏡であって、挿入部の先端部に設けら
れる凹部内に、回動可能な鉗子起上台を有し、鉗子起上台によって凹部から鉗子を突出さ
せることができる鉗子起上台付きの内視鏡がある。
【０００３】
　国際公開ＷＯ２０１５／１０７８０１号には、突当て部に挿入部の先端部が突き当てら
れ、一対の爪部で挿入部の先端部近傍が挟持され、凹部をノズルに対して位置決めし、ノ
ズルから洗浄液を凹部内に導出する洗浄具が開示される。
【０００４】
　しかしながら、従来の洗浄具は、挿入部の先端部の形状に応じて突当て部の形状が定ま
り、先端部の形状が異なる鉗子起上台付きの内視鏡に対しては、適用できない。
【０００５】
　そこで、本発明は、挿入部の先端部の形状が異なる複数の内視鏡に対し、凹部を位置決
めし、ノズルから流体を凹部内に導出し、凹部内を再生処理することができる内視鏡再生
処理具を提供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様の内視鏡再生処理具は、流体供給源に接続される接続部と、前記接続部
に連通しており、流体を導出する第１流体導出口と、前記第１流体導出口の流体導出方向
と平行に配置され、凹部に処置具をガイドするガイド部材が設けられた内視鏡の先端部を
載せる１個又は複数個の台と、前記台の一端に設けられ、前記先端部が横断可能な第１開
放部と、前記台の他端に設けられ、前記先端部が横断可能な第２開放部と、前記第１開放
部側が基端、前記第２開放部側が先端となるように前記台に前記先端部を載せた場合に、
前記凹部のうち基端側壁に当たって前記先端部を位置決めする位置決め部と、を含む。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡の概略構成を説明する説明図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡の挿入部の先端部の斜視図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡の挿入部の先端部の断面図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡再生処理具の外観構成を示す斜視図で
ある。
【図５】本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡再生処理具の外観構成を示す斜視図で
ある。
【図６】本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの概略構成を説明する説
明図である。
【図７】本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡再生処理具を内視鏡リプロセッサに配
置された保持網に取り付け、内視鏡再生処理具に挿入部の先端部を保持させた状態を説明
する説明図である。
【図８】本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡の挿入部の先端部及び内視鏡再生処理
具の断面図である。
【図９】本発明の第１の実施形態の変形例１に係わる、内視鏡の挿入部の先端部及び内視
鏡再生処理具の断面図である。
【図１０】本発明の第１の実施形態の変形例２に係わる、内視鏡の挿入部の先端部及び内
視鏡再生処理具の断面図である。
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【図１１】本発明の第２の実施形態に係わる、内視鏡再生処理具の外観構成を示す斜視図
である。
【図１２】本発明の第２の実施形態に係わる、内視鏡再生処理具の外観構成を示す斜視図
である。
【図１３】本発明の第２の実施形態に係わる、内視鏡再生処理具に挿入部の先端部を保持
させた状態を説明する説明図である。
【図１４】本発明の第２の実施形態に係わる、内視鏡再生処理具に挿入部の先端部を保持
させた状態を説明する説明図である。
【図１５】本発明の第２の実施形態に係わる、内視鏡再生処理具に超音波振動子付きの先
端部を保持させた状態を説明する説明図である。
【図１６】本発明の第３の実施形態に係わる、内視鏡再生処理具の外観構成を示す斜視図
である。
【図１７】本発明の第３の実施形態に係わる、内視鏡再生処理具の外観構成を示す斜視図
である。
【図１８】本発明の第３の実施形態に係わる、内視鏡再生処理具の留め具の構成を説明す
る図である。
【図１９】本発明の第３の実施形態に係わる、内視鏡再生処理具の断面図である。
【図２０】本発明の第３の実施形態に係わる、内視鏡再生処理具に挿入部の先端部を保持
させた状態を説明する説明図である。
【図２１】本発明の第３の実施形態に係わる、内視鏡再生処理具に超音波振動子付きの先
端部を保持させた状態を説明する説明図である。
【図２２】本発明の第３の実施形態の変形例に係わる、内視鏡再生処理具の外観構成を示
す斜視図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施形態を説明する。
【０００９】
　（第１の実施形態）
　（構成）
　まず、内視鏡１について説明をする。
【００１０】
　図１は、本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡１の概略構成を説明する説明図であ
る。図２は、本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡１の挿入部３１の先端部４１の斜
視図である。図３は、本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡１の挿入部３１の先端部
４１の断面図である。
【００１１】
　内視鏡１は、コネクタ１１と、操作部２１と、挿入部３１と、を有して構成される。
【００１２】
　コネクタ１１は、内視鏡装置本体Ｍに接続できるように構成される。コネクタ１１は、
ユニバーサルコード１２を介して操作部２１に接続される。内視鏡１は、コネクタ１１を
介し、内視鏡装置本体Ｍの光源から被検体を照明するための照明光を入力され、また、内
視鏡１によって撮像された被検体の撮像信号を内視鏡装置本体Ｍに出力する。
【００１３】
　操作部２１は、内視鏡１の各種操作を行うことができるように構成される。操作部２１
は、鉗子挿通口２２と、鉗子起上レバー２３と、アングルノブ２４と、吸引ボタン２５と
、送気送水ボタン２６と、を有する。鉗子挿通口２２は、鉗子挿通路３２に連通し、挿入
部３１の先端部４１から突出させる鉗子Ｋ（図２）を挿入することができるように構成さ
れる。鉗子起上レバー２３は、図示しないワイヤによって先端部４１の鉗子起上台４５に
連結され、回動操作によって鉗子起上台４５の起上又は倒伏が可能である。アングルノブ
２４は、図示しないワイヤによって挿入部３１の湾曲部３３に連結され、回動操作によっ
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て湾曲部３３の湾曲が可能である。吸引ボタン２５は、ボタン操作によって先端部４１か
ら吸引対象物を吸引可能である。送気送水ボタン２６は、ボタン操作によって先端部４１
に設けられた図示しない流体送出部から流体を送出可能である。
【００１４】
　挿入部３１は、細長状に形成され、被検体内に挿入できるように構成される。挿入部３
１は、アングルノブ２４によって湾曲操作される湾曲部３３を有する。
【００１５】
　挿入部３１の先端部４１は、図２に示すように、凹部４２と、照明部４３と、撮像部４
４と、を有する。
【００１６】
　凹部４２は、鉗子起上台４５を有し、鉗子挿通口２２から挿入された鉗子Ｋを、突出さ
せることができるように構成される。凹部４２は、開口４２ａと、底壁４２ｂと、底壁４
２ｂから立ち上がるように形成される基端側壁４２ｃ、先端側壁４２ｄ及び左右両側壁４
２ｅ、４２ｆとを有する。開口４２ａは、先端部４１の外周に形成される。左右両側壁４
２ｅ、４２ｆの各々は、基端側壁４２ｃ及び先端側壁４２ｄと隣り合うように形成される
。基端側壁４２ｃは、底壁４２ｂから挿入部３１外周にかけて形成され、基端側壁４２ｃ
内に、鉗子挿通路３２に連通する鉗子出口４２ｇを有する。左右両側壁４２ｅ、４２ｆに
は、鉗子起上台４５を軸支する回動軸４２ｈが設けられる（図３）。鉗子起上台４５は、
基端部の回動軸孔４５ａによって回動軸４２ｈに回動自在に取り付けられる。鉗子起上台
４５は、回動軸４２ｈよりも先端側に、鉗子起上レバー２３に連結されるワイヤが取り付
けられ、鉗子起上レバー２３の回動操作によって、開口４２ａへ向かう起上方向、又は、
底壁４２ｂへ向かう倒伏方向へ回動可能である。鉗子起上台４５は、鉗子出口４２ｇに臨
む位置に、凹湾曲状に形成されたガイド面４５ｂを有する。鉗子挿通口２２から鉗子Ｋを
挿入し、鉗子出口４２ｇから鉗子Ｋを導出させ、鉗子起上台４５を起上方向へ回動させる
と、鉗子Ｋは、ガイド面４５ｂに沿ってガイドされ、開口４２ａから突出する。
【００１７】
　すなわち、鉗子起上台４５は、処置具である鉗子Ｋをガイドする、ガイド部材である。
【００１８】
　照明部４３は、コネクタ１１を介して内視鏡装置本体Ｍの光源から導光される照明光に
より、被検体を照明できるように構成される。
【００１９】
　撮像部４４は、例えば、ＣＣＤ等の光電変換素子を有して構成される。撮像部４４は、
照明部４３によって照明された被検体の反射光を受光し、光電変換をし、コネクタ１１を
介して内視鏡装置本体Ｍに撮像信号を出力する。
【００２０】
　図４及び図５は、本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡再生処理具１０１の外観構
成を示す斜視図である。
【００２１】
　続いて、内視鏡再生処理具１０１について説明をする。
【００２２】
　内視鏡再生処理具１０１は、内視鏡１の挿入部３１の凹部４２内の所定位置に、洗浄液
等の流体を導出し、内視鏡を再生処理できるように構成される。内視鏡再生処理具１０１
は、本体部１１１と、接続部１２１と、保持部１３１と、第１ノズル１４１ａと、第２ノ
ズル１４１ｂと、位置決め部Ｄと、を有して構成される。
【００２３】
　本体部１１１は、ブロック状に形成される。本体部１１１には、固定部１５１が設けら
れる。固定部１５１は、保持網Ｎ（図７）に取り付けるための取付孔１５２を有して構成
される。本体部１１１は、接続部１２１、第１ノズル１４１ａ及び第２ノズル１４１ｂに
連通される流体流路Ｒを内部に有する。
【００２４】
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　接続部１２１は、後述する流体供給源である内視鏡リプロセッサ２０１に接続できるよ
うに構成される。接続部１２１は、本体部１１１から突出して筒状に形成される。接続部
１２１は、本体部１１１に連通する流体流路Ｒを内周側に有する。接続部１２１は、外嵌
めされた接続チューブＴの滑りを止める滑り止め突起を外周に有する。接続部１２１は、
接続チューブＴを介して内視鏡リプロセッサ２０１に接続され、内視鏡リプロセッサ２０
１によって流体を導入される。図４及び図５では、接続部１２１は、本体部１１１の側部
に設けられる。
【００２５】
　保持部１３１は、先端部４１を保持することができるように構成される。保持部１３１
は、台１３２と、当止め部１３３と、第１開放部１６１ａと、第２開放部１６１ｂと、を
有して構成される。
【００２６】
　台１３２は、後述する第１流体導出口１４２ａの流体導出方向と平行に配置され、凹部
４２に処置具をガイドするガイド部材が設けられた内視鏡１の先端部４１を載せることが
できるように構成される。台１３２の数は特に限定されず、例えば、図５の符号１３２ａ
、１３２ｂに例示されるように、第１流体導出口１４２ａの流体導出方向に沿う方向に、
本体部１１１における第１ノズル１４１ａ側の底部及び第２ノズル１４１ｂ側の底部から
それぞれ延出して形成されてもよい。
【００２７】
　当止め部１３３は、台１３２に載せられた先端部４１が外れないように、当止めできる
ように構成される。図５では、台１３２を形成する１３２ａ、１３２ｂに、当止め部１３
３ａ、１３３ｂが形成されている。当止め部１３３ａ、１３３ｂは、本体部１１１と所定
距離だけ離れて対向して配置されるように、第１流体導出口１４２ａの流体導出方向に交
差するように、台１３２ａ、１３２ｂに設けられる。流体導出方向と当止め部１３３との
交差角度については特に限定されないが、例えば９０度に設定することができる。
【００２８】
　第１開放部１６１ａは、第１流体導出口１４２ａの流体導出方向に直交する方向におけ
る台１３２の一端に設けられ、先端部４１が横断できるように構成される。より具体的に
は、第１開放部１６１ａは、保持部１３１の第１ノズル側端部１３１ａにおいて、先端部
４１を配置できるように、本体部１１１、台１３２ａ及び当止め部１３３ａによって三方
が囲まれ、本体部１１１、台１３２ａ及び当止め部１３３ａに囲まれた空間が開放される
ように形成される。
【００２９】
　第２開放部１６１ｂは、台１３２の他端に設けられ、先端部４１が横断できるように構
成される。より具体的には、第２開放部１６１ｂは、保持部１３１の第２ノズル側端部１
３１ｂにおいて、先端部４１を交差配置できるように、本体部１１１、台１３２ｂ及び当
止め部１３３ｂによって三方が囲まれ、本体部１１１、台１３２ｂ及び当止め部１３３ｂ
に囲まれた空間が開放されるように形成される。
【００３０】
　第１ノズル１４１ａは、接続部１２１から導入された流体を導出できるように構成され
る。第１ノズル１４１ａは、本体部１１１から突出して筒状に形成される。第１ノズル１
４１ａは、本体部１１１に連通する流体流路Ｒを内周側に有する。第１ノズル１４１ａは
、第１流体導出口１４２ａを有する。
【００３１】
　第１流体導出口１４２ａは、接続部１２１に連通しており、流体を導出できるように構
成される。より具体的には、第１流体導出口１４２ａは、第１ノズル１４１ａ先端に形成
され、第１ノズル１４１ａ内の流体流路Ｒ、本体部１１１内の流体流路Ｒを介して接続部
１２１内の流体流路Ｒに連通され、接続部１２１に導入された流体を導出する。
【００３２】
　第２ノズル１４１ｂは、接続部１２１から導入された流体を導出できるように構成され
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る。第２ノズル１４１ｂは、本体部１１１から突出して筒状に形成される。第２ノズル１
４１ｂは、本体部１１１に連通する流体流路Ｒを内周側に有する。第２ノズル１４１ｂは
、第２流体導出口１４２ｂを有する。
【００３３】
　第２流体導出口１４２ｂは、第１流体導出口１４２ａよりも第２開放部１６１ｂ側に配
置され、流体を導出できるように構成される。より具体的には、第２流体導出口１４２ｂ
は、第２ノズル１４１ｂ先端に形成され、第２ノズル１４１ｂ内の流体流路Ｒ、本体部１
１１内の流体流路Ｒを介して接続部１２１内の流体流路Ｒに連通され、接続部１２１に導
入された流体を導出する。
【００３４】
　位置決め部Ｄは、第１開放部１６１ａ側が基端、第２開放部１６１ｂ側が先端となるよ
うに台１３２に先端部４１を載せた場合に、凹部４２の基端側壁４２ｃに当たって、先端
部４１を位置決めする。第１の実施形態では、第１ノズル１４１ａが位置決め部Ｄを構成
する。
【００３５】
　図６は、本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ２０１の概略構成を説
明する説明図である。図７は、本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡再生処理具１０
１を内視鏡リプロセッサ２０１に配置された保持網Ｎに取り付け、内視鏡再生処理具１０
１に挿入部３１の先端部４１を保持させた状態を説明する説明図である。
【００３６】
　続いて、内視鏡リプロセッサ２０１の概略構成について説明をする。
【００３７】
　内視鏡リプロセッサ２０１は、汚染された内視鏡１、及び、内視鏡１の部品又は付属品
等の再生処理を行う。ここでいう再生処理とは、特に限定されるものではなく、水による
すすぎ、有機物等の汚れを落とす洗浄、所定の微生物を無効化する消毒、全ての微生物を
排除、もしくは、死滅させる滅菌、又は、これらの組み合わせのいずれであってもよい。
付属品は、特に限定されず、例えば、使用時に内視鏡１に装着されて再生処理時に内視鏡
１から取り外される吸引ボタン２５、送気送水ボタン２６、または内視鏡１の先端部４１
を覆う先端カバーなどが挙げられる。
【００３８】
　図６に示すように、内視鏡リプロセッサ２０１は、トップカバー２１１と、装置本体２
２１とを有して構成される。装置本体２２１は、給水ホース接続部２２２を有し、外部の
給水手段に接続される。
【００３９】
　トップカバー２１１は、処理槽２２３を覆うように処理槽２２３に対して開閉自在に設
けられており、トップカバー２１１を開けると、処理槽２２３内は、外部に露出する。
【００４０】
　処理槽２２３は、図６では、内視鏡１を配置できるように、桶状に形成されているがこ
れに限定されるものではない。処理槽２２３は、水位センサ２２４と、洗剤ノズル２２５
と、薬液導入口２２６と、排液口２２７と、循環口２２８と、コネクタ２２９と、循環ノ
ズル２３０と、を有する。
【００４１】
　内視鏡リプロセッサ２０１は、接続チューブＴを介して内視鏡１と接続される。なお、
接続チューブＴを介さずに直接接続される構造であってもよい。
【００４２】
　図７に示すように、内視鏡リプロセッサ２０１の処理槽２２３には、内視鏡リプロセッ
サ２０１と接続された内視鏡１を保持する保持網Ｎが配置される。内視鏡再生処理具１０
１は、固定部１５１が保持網Ｎの外周へ向き、保持部１３１が保持網Ｎの中心へ向くよう
に、固定部１５１の取付孔１５２を保持網ＮのピンＰに取り付け、保持網Ｎに配置される
。接続チューブＴの一端を内視鏡再生処理具１０１の接続部１２１に取り付け、接続チュ
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ーブＴの他端を内視鏡リプロセッサ２０１のコネクタ２２９に取り付け、内視鏡再生処理
具１０１と内視鏡リプロセッサ２０１は、接続される。
【００４３】
　なお、内視鏡再生処理具１０１からより強力に流体を導出できるように、コネクタ２２
９のうち、内視鏡管路接続用コネクタとは異なる特殊管路用コネクタに接続チューブＴを
取り付けても構わない。
【００４４】
　内視鏡１は、保持網Ｎ内に巻き回されて保持される。先端部４１は、本体部１１１に凹
部４２の開口４２ａが向くように、保持部１３１に保持される。挿入部３１は、直線状に
戻ろうとする復元力によって、本体部１１１が配置される保持網Ｎの外周方向へ付勢され
る。
【００４５】
　（作用）
　続いて、内視鏡再生処理具１０１の作用について説明をする。
【００４６】
　図８は、本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡１の先端部４１及び内視鏡再生処理
具１０１の断面図である。
【００４７】
　図８に示すように、内視鏡１は、第１開放部１６１ａ側が基端、第２開放部１６１ｂ側
が先端となるように、内視鏡再生処理具１０１の台１３２ａ、１３２ｂに載せられる。言
い換えれば、内視鏡再生処理具１０１は、第１ノズル１４１ａ側に先端部４１の基端側が
配置され、第２ノズル１４１ｂ側に先端部４１の先端側が配置されるように、保持部１３
１によって先端部４１を保持する。
【００４８】
　位置決め部Ｄである第１ノズル１４１ａ外周が凹部４２の基端側壁４２ｃに当たり、先
端部４１は位置決めされる。
【００４９】
　先端部４１が位置決めされると、第１ノズル１４１ａは、基端側壁４２ｃと鉗子起上台
４５との間隙に流体を導出できるように、基端側壁４２ｃと隣り合うように配置される（
図８の１点鎖線）。また、第２ノズル１４１ｂは、凹部４２内に流体を導出できるように
、凹部４２に臨むように配置される。
【００５０】
　内視鏡リプロセッサ２０１がコネクタ２２９から流体を導出すると、接続チューブＴを
介して接続部１２１に流体が導入される。接続部１２１に導入された流体は、本体部１１
１内の流体流路Ｒを介し、第１ノズル１４１ａ及び第２ノズル１４１ｂから導出される。
導出された流体によって押し動かされると、先端部４１は、当止め部１３３ａ、１３３ｂ
に当て止めされる。
【００５１】
　第１ノズル１４１ａ及び第２ノズル１４１ｂから導出された流体は、凹部４２内に流入
し、再生処理を行う。第１ノズル１４１ａから導出された流体の一部は、鉗子起上台４５
と基端側壁４２ｃの間隙を通って底壁４２ｂに達し、鉗子起上台４５と基端側壁４２ｃの
間隙、回動軸孔４５ａと回動軸４２ｈの間隙、鉗子起上台４５の裏側にも流入し、再生処
理を行う。
【００５２】
　内視鏡再生処理具１０１は、位置決め部Ｄが凹部４２の基端側壁４２ｃに当たり、先端
部４１を位置決めする。これにより、凹部４２が長く形成された内視鏡１であっても、先
端部４１を位置決めできる。
【００５３】
　内視鏡再生処理具１０１は、挿入部３１が横断できるように第１開放部１６１ａ及び第
２開放部１６１ｂが開放されている。これにより、例えば、内視鏡１が先端部４１に超音
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波振動子Ｈを有する超音波スコープであった場合等、先端部４１が長く形成された場合で
あっても先端部４１を位置決めできる。
【００５４】
　内視鏡再生処理具１０１は、先端部４１を位置決めして保持し、第１流体導出口１４２
ａにより、鉗子起上台４５と基端側壁４２ｃの間隙に向けて流体を導出する。これにより
、流体によって、強力かつ効果的に、凹部４２内を再生処理することができる。
【００５５】
　内視鏡再生処理具１０１は、単純な構造によって構成される。これにより、内視鏡再生
処理具１０１は、安価に製造できる。
【００５６】
　上述の第１の実施形態によれば、内視鏡再生処理具１０１は、挿入部３１の先端部４１
の形状が異なる複数の内視鏡１に対し、凹部４２を位置決めし、第１ノズル１４１ａ、第
２ノズル１４１ｂから流体を凹部４２内に導出し、凹部４２内を再生処理することができ
る。
【００５７】
　（第１の実施形態の変形例１）
　図９は、本発明の第１の実施形態の変形例１に係わる、内視鏡１の挿入部３１の先端部
４１及び内視鏡再生処理具３０１の断面図である。
【００５８】
　第１の実施形態では、位置決め部Ｄは、１方向に流体を導出可能である第１ノズル１４
１ａによって構成されるが、２方向に流体を導出可能である第１ノズル１４１ｃ及び第２
ノズル１４１ｄによって構成されても構わない。
【００５９】
　内視鏡再生処理具３０１では、第２ノズル１４１ｄは、第１ノズル１４１ｃの基端から
分岐し、第１ノズル１４１ｃの基端から斜めに突出して形成される。
【００６０】
　すなわち、内視鏡再生処理具３０１では、２方向に流体を導出可能である第１ノズル１
４１ｃ及び第２ノズル１４１ｄによって位置決め部Ｄが構成される。
【００６１】
　（第１の実施形態の変形例２）
　図１０は、本発明の第１の実施形態の変形例２に係わる、内視鏡１の挿入部３１の先端
部４１及び内視鏡再生処理具４０１の断面図である。
【００６２】
　第１の実施形態では、接続部１２１は、本体部１１１の側部に設けられているが、本体
部１１１の上部に設けられても構わない。
【００６３】
　内視鏡再生処理具４０１では、接続部１２１は、本体部１１１の上部に設けられる。な
お、接続部１２１は、本体部１１１の側部及び上部に限定されず、図示はしないが、本体
部１１１のどこに設けられても構わない。
【００６４】
　（第２の実施形態）
　第１の実施形態及びその変形例１と２では、保持部１３１は開閉しないが、開閉するよ
うに構成しても構わない。
【００６５】
　図１１及び図１２は、本発明の第２の実施形態に係わる、内視鏡再生処理具５０１の外
観構成を示す斜視図である。図１３及び図１４は、本発明の第２の実施形態に係わる、内
視鏡再生処理具５０１に挿入部３１の先端部４１を保持させた状態を説明する説明図であ
る。図１５は、本発明の第２の実施形態に係わる、内視鏡再生処理具５０１に超音波振動
子Ｈ付きの先端部４１を保持させた状態を説明する説明図である。図１１～図１５では、
接続部１２１には、チューブＴが取り付けられる。本実施形態の説明では、他の実施形態
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及び変形例と同じ構成については、説明を省略する。
【００６６】
　内視鏡再生処理具５０１は、本体部５１１と、保持部５３１と、第１ノズル５４１ａと
、第２ノズル５４１ｂと、固定部５５１ａ、５５１ｂと、を有する。
【００６７】
　図１１に示すように、本体部５１１は、ブロック状に形成される。本体部５１１は、規
制突部５１２と軸部５１３を有する。
【００６８】
　規制突部５１２は、本体部５１１から突出するように形成される。規制突部５１２は、
後述する当止め部５３３ａが回動によって当たる位置に設けられ、当止め部５３３ａの回
動範囲を規制する。
【００６９】
　軸部５１３は、本体部５１１から突出するように形成される。軸部５１３は、先端に脱
落防止のための係止爪を有する。
【００７０】
　図１１及び図１２に示すように、保持部５３１は、台５３２と、当止め部５３３ａ、５
３３ｂとを有する。
【００７１】
　台５３２は、挿入部３１の先端部４１を載せることができるように、流体導出方向に沿
う方向へ、本体部５１１から延出するように形成される。
【００７２】
　当止め部５３３ａ、５３３ｂは、台５３２に載せた先端部４１が外れないように、先端
部４１を当止めすることができるように構成される。
【００７３】
　当止め部５３３ａは、回動自在に本体部５１１に支持される。当止め部５３３ａは、軸
受け孔５３４を有し、軸受け孔５３４を軸部５１３に外挿し、係止爪によって係止するこ
とによって本体部５１１に取り付けられる。当止め部５３３ａは、第２ノズル側端部１３
１ｂから第１ノズル側端部１３１ａへ向かう方向に沿ってブロック状に形成し、続いて、
第１ノズル５４１ａ側が流体導出方向に沿って延出し、続いて、延出部位が流体導出方向
に沿う方向と交差する方向へ曲がるように形成される。
【００７４】
　当止め部５３３ｂは、台５３２の第２ノズル５４１ｂ側が流体導出方向に沿う方向と交
差する方向へ曲がるように形成される。
【００７５】
　第１ノズル５４１ａ及び第２ノズル５４１ｂは、接続部１２１から導入された流体を導
出できるように構成される。第１ノズル５４１ａは、先端部４１の位置決めをより確実に
行い、かつ凹部４２の奥に送液できるように、第２ノズル５４１ｂよりも長い、所定の長
さによって形成される。所定の長さは、第１ノズル５４１ａの先端から当止め部５３３ａ
、５３３ｂまでの間隙幅Ｗが内視鏡１の径よりも小さくなるように、設定される。なお、
間隙幅Ｗが内視鏡１の径よりも大きくなるように設定しても構わない。
【００７６】
　固定部５５１ａ、５５１ｂは、流体導出方向とは逆方向へ突出するように設けられる。
固定部５５１ａは、本体部５１１に設けられる。固定部５５１ａは、保持網Ｎに取付ける
ための取付孔５５２ａを有する。固定部５５１ｂは、当止め部５３３ａに設けられる。固
定部５５１ｂは、取付孔５５２ｂを有する。取付孔５５２ａ、５５２ｂは、当止め部５３
３ａを閉状態にすると、保持ピンＰを通すことができるように、互いに対向する。取付孔
５５２ａ、５５２ｂに保持ピンＰを通すと、当止め部５３３ａは、閉状態を維持できるよ
うにロックされる。
【００７７】
　第１開放部５６１ａは、第１流体導出口１４２ａの流体導出方向に直交する方向におけ
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る台５３２の一端に設けられ、先端部４１が横断できるように構成される。より具体的に
は、第１開放部５６１ａは、第１ノズル側端部１３１ａにおいて、先端部４１を配置でき
るように、本体部５１１、台５３２及び当止め部５３３ａによって三方が囲まれ、本体部
５１１、台５３２及び当止め部５３３ａに囲まれた空間が開放されるように形成される。
【００７８】
　第２開放部５６１ｂは、台５３２の他端に設けられ、先端部４１が横断できるように構
成される。より具体的には、第２開放部５６１ｂは、保持部５３１の第２ノズル側端部１
３１ｂにおいて、先端部４１を交差配置できるように、本体部５１１、台５３２及び当止
め部５３３ｂによって三方が囲まれ、本体部５１１、台５３２及び当止め部５３３ｂに囲
まれた空間が開放されるように形成される。
【００７９】
　図１３に示すように、当止め部５３３ａは、回動によって開状態にすることができる。
図１４に示すように、当止め部５３３ａは、回動によって閉状態にすることができる。当
止め部５３３ａを開状態にし、位置決め部Ｄによって凹部４２の位置決めをして先端部４
１を載せた後、当止め部５３３ａを閉状態にし、取付孔５５２ａ、５５２ｂに保持ピンＰ
を通し、保持部５３１は、先端部４１を保持する。
【００８０】
　図１５に示すように、保持部５３１は、第２開放部５６１ｂに交差配置させることによ
り、超音波振動子Ｈ付きの先端部４１も保持可能である。
【００８１】
　すなわち、当止め部５３３ａは、台５３２に対して開閉自在である。より具体的には、
当止め部５３３ａは、流体導出方向に沿う方向と交差する方向に設けられた軸部５１３を
中心に、回動自在である。
【００８２】
　上述の第２の実施形態によれば、内視鏡再生処理具５０１は、保持部５３１を開閉する
ことができ、挿入部３１の先端部４１の形状が異なる複数の内視鏡１に対し、凹部４２を
位置決めし、第１ノズル５４１ａ、第２ノズル５４１ｂから流体を凹部４２内に導出し、
凹部４２内を再生処理することができる。
【００８３】
　（第３の実施形態）
　第１の実施形態及びその変形例１と２と、第２の実施形態では、先端部４１は、当止め
部１３３、５３３ａ、５３３ｂによって当止めされるが、留め具６３３によって留めるよ
うに構成しても構わない。
【００８４】
　図１６及び図１７は、本発明の第３の実施形態に係わる、内視鏡再生処理具６０１の外
観構成を示す斜視図である。図１８は、本発明の第３の実施形態に係わる、内視鏡再生処
理具６０１の留め具６３３の構成を説明する図である。図１９は、本発明の第３の実施形
態に係わる、内視鏡再生処理具６０１の断面図である。図２０は、本発明の第３の実施形
態に係わる、内視鏡再生処理具６０１に挿入部３１の先端部４１を保持させた状態を説明
する説明図である。図２１は、本発明の第３の実施形態に係わる、内視鏡再生処理具６０
１に超音波振動子Ｈ付きの先端部４１を保持させた状態を説明する説明図である。本実施
形態の説明では、他の実施形態及び変形例と同じ構成については、説明を省略する。
【００８５】
　内視鏡再生処理具６０１は、本体部６１１と、保持部６３１と、第１ノズル６４１ａと
、第２ノズル６４１ｂとを有する。
【００８６】
　図１６に示すように、本体部６１１は、板状に形成される。本体部６１１は、延出片６
１１ａと規制突部６１２を有する。
【００８７】
　延出片６１１ａは、第２ノズル６４１ｂから第１ノズル６４１ａに向かう方向へ本体部
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６１１から延出するように形成される。延出片６１１ａの端部には、先端部４１を支持す
るための支持片６１１ｂが、延出片６１１ａの延出方向に交差するように設けられる。
【００８８】
　規制突部６１２は、本体部６１１から突出するように形成される。規制突部６１２は、
後述する留め具６３３が回動によって当たる位置に設けられ、留め具６３３の回動範囲を
規制する。
【００８９】
　図１６及び図１７に示すように、保持部６３１は、台６３２ａ、６３２ｂ、６３２ｃ、
６３２ｄと、留め具６３３とを有する。
【００９０】
　台６３２ａは、挿入部３１の先端部４１を載せることができるように、本体部６１１の
第２ノズル６４１ｂよりも第１ノズル６４１ａ側の両隅に、互いに対向するように設けら
れる。台６３２ａは、本体部６１１から突出するように形成される。台６３２ａは、留め
具６３３を受けることができるように、先端に、倒伏させた留め具６３３に沿うように傾
斜したテーパ部Ｔｐ１を有する。台６３２ａは、中央部に、台６３２ａ上の流体を逃がす
ための逃がし孔Ｖを有する。
【００９１】
　台６３２ｂ、６３２ｃは、本体部６１１の第１ノズル６４１ａよりも第２ノズル６４１
ｂ側の両隅に、互いに対向するように設けられる。台６３２ｂ、６３２ｃは、本体部６１
１から突出するように形成される。台６３２ｂ、６３２ｃの各々は、先端部４１を受ける
ことができるように、互いに対向する面の上側に、先端部４１に当たるように傾斜したテ
ーパ部Ｔｐ２を有する。台６３２ｃは、軸受け孔Ｈｅを有する。台６３２ｂは、軸受け孔
Ｈｄを有する（図１７）。軸受け孔Ｈｄ、Ｈｅは、第２ノズル側端部１３１ｂからの距離
が同じ位置、かつ台６３２ｂ、６３２ｃの各々の基端からの距離が互いに異なる位置に形
成される。図１６及び図１７の例では、軸受け孔Ｈｄは、軸受け孔Ｈｅよりも台６３２ｂ
、６３２ｃの基端からの距離が長い位置に形成される。軸受け孔Ｈｄ、Ｈｅは、軸部６３
３ｄ、６３３ｅが挿通でき、かつ液体が溜まらないように、軸部６３３ｄ、６３３ｅの径
よりも大きな内径を有する。
【００９２】
　台６３２ｄは、台６３２ｂ、６３２ｃの間において、本体部６１１から突出するように
形成される。
【００９３】
　図１８に示すように、留め具６３３は、台６３２ａ、６３２ｂ、６３２ｃ、６３２ｄの
全部又は一部に載せた先端部４１が外れないように、先端部４１を留めることができるよ
うに構成される。留め具６３３では、金属等を材質とする棒状部材の中央部を折り曲げて
先端部４１を押さえるための押さえ部６３３ａが形成され、続いて、押さえ部６３３ａの
両端部の各々を折り曲げて押さえ部６３３ａを支持するための互いに平行な支持部６３３
ｂ、６３３ｃが形成され、続いて、一方の支持部６３３ｂの端部を鈍角に折り曲げて軸部
６３３ｄが形成され、続いて、他方の支持部６３３ｃの端部を鋭角に折り曲げて軸部６３
３ｅが形成される。押さえ部６３３ａには、ゴム等を材質とする筒状の滑り止め６３３ｆ
が装着される。軸部６３３ｄは、軸受け孔Ｈｅに、内挿される。軸部６３３ｅは、軸受け
孔Ｈｄに内挿される。
【００９４】
　留め具６３３は、外力によって軸部６３３ｄ、６３３ｅの位置を変え、軸受け孔Ｈｄ、
Ｈｅに、取り付けられる。留め具６３３は、回動自在に本体部６１１に支持される。留め
具６３３は、起立した状態よりも倒伏した状態の変形量が相対的に小さく、復元力によっ
て倒伏するように付勢される。
【００９５】
　図１９に示すように、第１ノズル６４１ａ及び第２ノズル６４１ｂは、流体流路Ｒと連
通し、接続部１２１から導入された流体を導出できるように構成される。第１ノズル６４
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１ａは、第２ノズル６４１ｂよりも長くなるように、所定の長さによって形成される。第
１ノズル６４１ａと第２ノズル６４１ｂは、一体的に本体部６１１から突出するように形
成され、第１ノズル６４１ａと第２ノズル６４１ｂの間には、抜け止めＲｔが設けられる
。
【００９６】
　抜け止めＲｔは、凹部４２内の鉗子起上台４５に当たって先端部４１の保持性を向上で
きるように、凸状に形成される。
【００９７】
　固定部６５１は、本体部６１１から流体導出方向とは逆方向へ突出するように設けられ
る。固定部６５１と支持片６１１ｂの間には、保持網Ｎに取り付けるための取付凹部６５
２が設けられる。保持ピンＰを取付凹部６５２内に配置することにより、内視鏡再生処理
具６０１は、保持ピンＰが取付凹部６５２内を移動可能に、保持網Ｎに取り付けられる。
【００９８】
　固定部６５１の基端の両側には、面取り状に形成したテーパ部Ｔｐ３が設けられる。２
つの内視鏡再生処理具６０１は、テーパ部Ｔｐ３が互いに隣り合うように、保持網Ｎに配
置することが可能である。
【００９９】
　第１開放部６６１ａは、第１流体導出口１４２ａの流体導出方向に直交する方向におけ
る台６３２ａに設けられ、先端部４１が横断できるように構成される。より具体的には、
第１開放部６６１ａは、第１ノズル側端部１３１ａにおいて、先端部４１を配置できるよ
うに、本体部６１１及び台６３２ａによって三方が囲まれ、本体部６１１及び台６３２ａ
に囲まれた空間が開放されるように形成される。
【０１００】
　第２開放部６６１ｂは、先端部４１が横断できるように構成される。より具体的には、
第２開放部６６１ｂは、第２ノズル側端部１３１ｂにおいて、先端部４１を交差配置でき
るように、台６３２ｂ、６３２ｃ、６３２ｄによって三方が囲まれ、台６３２ｂ、６３２
ｃ、６３２ｄに囲まれた空間が開放されるように形成される。
【０１０１】
　図２０に示すように、挿入部３１を支持片６１１ｂに載せ、先端部４１を台６３２ａに
載せ、留め具６３３が倒伏すると、保持部６３１は、内視鏡１を保持する。
【０１０２】
　図２１に示すように、保持部６３１は、超音波振動子Ｈの振動面が台６３２ｄに触れな
いように、テーパ部Ｔｐ２によって超音波振動子Ｈの両側部を支持し、留め具６３３を倒
伏させて超音波振動子Ｈ付きの先端部４１を保持する。
【０１０３】
　すなわち、内視鏡再生処理具６０１は、先端部４１を外れないように留める留め具６３
３を有し、台６３２ｂ、６３２ｃは、互いに向かい合うように設けられ、留め具６３３は
、台６３２ｂ、６３２ｃに設けられた軸受け孔Ｈｄ、Ｈｅの各々に、回動自在に取り付け
られる。軸受け孔Ｈｄ、Ｈｅは、第２開放部からの距離が同じ位置、かつ台６３２ｂ、６
３２ｃの各々の基端からの距離が互いに異なる位置に形成され、留め具６３３は、互いに
向かい合う位置に配置した一対の軸部６３３ｄ、６３３ｅを有し、外力によって軸部６３
３ｄ、６３３ｅの位置を変えて軸受け孔Ｈｄ、Ｈｅに内挿され、元の形状に戻ろうとする
復元力によって倒伏する方向に付勢される。
【０１０４】
　上述の第３の実施形態によれば、内視鏡再生処理具６０１は、留め具６３３によって先
端部４１を留めることができ、挿入部３１の先端部４１の形状が異なる複数の内視鏡１に
対し、凹部４２を位置決めし、第１ノズル６４１ａ、第２ノズル６４１ｂから流体を凹部
４２内に導出し、凹部４２内を再生処理することができる。
【０１０５】
　（第３の実施形態の変形例）
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　第３の実施形態では、超音波振動子Ｈは、テーパ部Ｔｐ２によって超音波振動子Ｈの振
動面が台６３２ｄに触れないように保持するが、保持突起Ｐｒによって超音波振動子Ｈを
保持しても構わない。
【０１０６】
　図２２は、本発明の第３の実施形態の変形例に係わる、内視鏡再生処理具６０１の外観
構成を示す斜視図である。本変形例の説明では、他の実施形態及び変形例と同じ構成につ
いては、説明を省略する。
【０１０７】
　内視鏡再生処理具６０１は、保持突起Ｐｒを有する。
【０１０８】
　保持突起Ｐｒは、本体部６１１から突出するように形成され、先端部４１を保持する。
すなわち、保持突起Ｐｒは、流体導出方向に突出するように形成され、ガイド部材に当た
って先端部４１を保持する。
【０１０９】
　これにより、内視鏡再生処理具６０１は、超音波振動子Ｈの振動面が台６３２及び接続
チューブＴに触れないように、超音波振動子Ｈ付きの内視鏡１を保持できる。
【０１１０】
　なお、実施形態では、固定部１５１は、取付孔１５２を有して構成されるが、取付孔１
５２を有する構成に限定されない。固定部１５１は、例えば、Ｃ字状に形成されても構わ
ないし、保持網Ｎの棒状部材の間に内嵌めするためのブロック状に形成されても構わない
。
【０１１１】
　なお、実施形態では、流体供給源は、内視鏡リプロセッサ２０１であるが、図示しない
外部ポンプであっても構わない。
【０１１２】
　なお、実施形態では、台１３２は、２つ設けられるが、台１３２は、１つであっても構
わないし、３つ以上であっても構わない。
【０１１３】
　なお、実施形態では、当止め部１３３は、２つ設けられるが、当止め部１３３は、１つ
であっても構わないし、３つ以上であっても構わない。
【０１１４】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【０１１５】
　本発明によれば、挿入部の先端部の形状が異なる複数の内視鏡に対し、凹部を位置決め
し、ノズルから流体を凹部内に導出し、凹部内を再生処理することができる内視鏡再生処
理具を提供することができる。
【０１１６】
　本出願は、２０１６年４月２５日に日本国に出願された特願２０１６－０８７１８３号
を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の
範囲に引用されるものとする。
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